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ま
ち
の

声
か
ら

　私
の
住
む
大
内
地
域
は
、
自
然
豊
か
で
人
も

温
か
い
。

　私
は
大
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
、
事
務

局
員
と
し
て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
事
業

活
動
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
人
と
の
関
わ
り

の
中
で
自
分
自
身
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
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　何
か
に
向
か
っ
て
一
歩
前
へ
進
む
勇
気
は
大

変
な
事
で
す
。「
い
つ
か
や
ろ
う
」「
そ
の
う
ち
」

こ
の
言
葉
が
出
た
時
は
、
大
概
前
に
進
む
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
市
七
町
の
合
併
２０
年
を
前
に
、

地
域
の
人
達
が
健
や
か
に
誰
も
が
住
み
た
い
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
由
利
本
荘
市
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

地

域

と

共

に

は、山に囲まれ、水が豊かで、空気がきれい

な由利本荘市が大好きです。雄大な鳥海山、

心安らぐ法体の滝、夕陽の落ちる日本海など、由利

本荘市ならではの美しい自然は、他の地域に誇れる

ものです。

　この豊かで美しい自然を守っていくために、大人

だけではなく、私たち中学生や小学生、もっと小さな

子どもたちにもできることがあると思います。まず

は、身近な場所を美しくすることです。例えば、ポイ

捨てをしないなど、当たり前のことを一人一人が意識

して生活すれば、みんなが好きな由利本荘市をもっと

美しくすることができ、愛着も深まると思います。

　私もボランティアなどに積極的に取り組み、大好

きな由利本荘市を一層大事にしていきたいです。

は、今年の春に日本野鳥の会に入会しました。

きっかけは、家の前の枝垂れ桜にコゲラとい

う鳥がいて、観察していくうちに野鳥に興味をもっ

たからです。

　そして先日、由利本荘市の探鳥会に参加しまし

た。鶴舞温泉周辺の堤で鳥の観察をしたのですが、

カルガモの親子の可愛い姿を見たり、エゾビタキと

いう、春にはなかなか見ることのできない鳥を見つ

けたりすることができました。野鳥の会の方から、

自然が豊かだからたくさんの野鳥が集まってくると

いうことを教えてもらいました。これからもいろい

ろな種類の野鳥との出会いがあるといいなあと思っ

ています。

　自然をすぐ近くに感じることのできる由利本荘市

が大好きです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３5

私 私

野鳥と由利本荘市美しさを守るために

岩谷小学校 ６年

さん伊藤 菜々子

本荘北中学校 ３年

（町内名　中館）（町内名　浜松町）

ね もと とうい な な こおりみ

さん根元 翠栞

12表彰された皆さん

こ

あ

べ

さ
ん

大
内
地
域 

  

　　　　　　
（
町
内
名

　岩
谷
町
）

阿
部
ル
リ
子

編
集
後
記

　先
日
、
小
学
校
の
先
生
よ
り
「
議

会
だ
よ
り
を
４０
部
ほ
ど
、
授
業
で
使

用
し
た
い
の
で
も
ら
え
ま
す
か
？
」

と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
だ

よ
り
が
、
様
々
な
場
面
で
ご
活
用
い

た
だ
け
る
こ
と
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

　だ
か
ら
こ
そ
、
正
し
い
表
現
で
、

相
手
に
伝
わ
る
記
事
に
し
よ
う
と
再

認
識
し
た
今
回
の
号
で
は
、〝
計
画

通
り
〞と〝
次
の
と
お
り
〞、
同
じ
「
と

お
り
」
で
も
漢
字
と
ひ
ら
が
な
表
記
、

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
？
な
ど
と
議
論

し
ま
し
た
。

　ぜ
ひ
、
夏
休
み
の
宿
題
に
「
議
会

だ
よ
り
」
を
取
り
上
げ
た
り
、
親
戚

が
集
ま
っ
た
時
に
「
議
会
だ
よ
り
」

を
話
題
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

（
小
川
幾
代
）
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市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１１１２ １７

１８ ２１１９ ２０ ２３２２

２５ ２６

２

３１２７ ２９ ３０

２４

１５ １６ １８１７

２２ ２３ ２４ ２６ ２７ ２８

２１２０

７６

８

９／１

９ １４

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

１５１４１３

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

３ ４ ５

１６

　８月１６日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

決算審査
特別委員会
（主査報告）

１９

２８

常任委員会
決算審査
特別委員会

本会議
（閉会）

２５

１１
常任委員会
決算審査
特別委員会

１０
常任委員会
決算審査
特別委員会

１２
決算審査
特別委員会
（主査会議）

１３

本会議
（一般質問）
決算審査
特別委員会

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

６月定例会のトピックス

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

議会日誌議会日誌
４月

５月

６月

議会報編集特別委員会
産業建設常任委員会協議会
議会報編集特別委員会
議員全員協議会
東京都北区議会行政視察来訪
当局との連絡会議

「市民と語る会」実行委員会
再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟役員会

大阪府議会行政視察来訪
議会全員協議会

「市民と語る会」実行委員会
香川県丸亀市行政視察来訪
静岡県焼津市行政視察来訪
滋賀県高島市行政視察来訪
議会運営委員会

本会議（開会）
「市民と語る会」全体会
本会議（一般質問）及び１０日
議会運営委員会
委員会（議案審査）～１３日
再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会報編集特別委員会

（４／１～６／３０）

 ３日
 ５日

１０日

１８日
２２日

１３日
１４日

１５日
２０日
２７日

３日

７日
１０日
１１日
１７日
１９日

２７日

６
月
定
例
会

５日
１８日

２２日
２０日

３日
４日

７日

２２日

２４日
２９日
３０日

慶祝、
協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

10,000円
（1件）

128,925円
（19件）

54,860円
（8件）

10,000円
（1件）

0円
（0件）

30,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は８／２８～９／２５ ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

　令和６年６月定例会が６月３日から１９日までの１７日間の日程で開催されました。
　市提出議案は、専決処分報告１０件、人事案件1件、条例関係８件、補正予算９件、契約案件３件、その他１
件の計３２件が提出され、すべて原案のとおり認定・可決されました。
　また、請願１件および陳情１件については常任委員会での討議、本会議での討論を経て、１件は採択、１件
は趣旨採択となり、委員会発案１件が可決されました。

物価高騰緊急支援事業

問 　支援事業の内容は。

答 　令和６年度住民税で新たに非課税・均等割
のみの課税となった世帯に１０万円を給付す
る。また、調整給付として令和６年度住民税所
得税において定額減税分を控除しきれなかっ
た方に対しても給付を行う。対象者には後日通
知書が配布される。

　国の重点交付金を活用し給付事業を行います。

教

大台飲料水供給施設への
浄化装置設置

問 　どのような装置か。

答 　精密ろ過膜と逆浸透膜にて六価クロム化合
物を除去する装置である。この過程でその他の
成分も除去されるため、ミネラル成分を添加し、
通常の水道水と同等の飲料水を供給する。
　また、装置の維持管理について検証し、住民
から意見を伺いながらこれが恒久的な装置と
なるかを見極めていく。

　水源近くに浄化装置ユニットを設置します。

産

浄化装置を設置予定の水源

議会だより第76号P.2に次のとおり誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
（誤）令和５年度予算より８億４６００円増加　
（正）令和５年度予算より８億４６００万円増加

４月

５月

６月

新入社員合同歓迎会
東北市議会議長会理事会・
定期総会（山形市）
秋田由利牛振興協議会総会
老人クラブ連合会総会

丸亀お城まつり（香川県丸亀市）
佐久バルーンフェスティバル・
佐久鯉まつり（長野県佐久市）
高規格道路本荘・大曲道路整備促進期成同盟会
通常総会（大仙市）
全国市議会議長会定期総会（東京都）

市と市議会との合同要望（宮城県・東京都）
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進大会（遊佐町）
工藤喜美夫氏瑞宝単光章受章記念祝賀会
都市計画道路「停車場栄町線（裏尾崎町工区）」完成記念式典

２０日～２１日

市有形文化財への指定

問 　有形文化財に指定された２点とは。

答 　この度、江戸時代の「西園雅集図屏風」
と「紺糸威筋兜」が市有形文化財に指定さ
れた。「西園雅集図屏風」は本荘藩のお抱え
絵師、牧野永昌の円熟した技量と人物画に秀
でた牧野梅僊の旺盛な筆力が相まって仕上げ
られた代表的な合作である。「紺糸威筋兜」は
五代亀田藩主岩城隆韶が着用したと伝えら
れ、細工の緻密さや技法などから本市を代表
する兜であると考えられる。

　新たに２点を市有形文化財に指定しました。

教
せい えん が しゅう ず びょう ぶ

こん いとおどしすじかぶと

紺糸威筋兜

まき の えいしょう

いわ き たか つぐ

まき の ばい せん
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※伊藤順男議員が令和5年12月より高志会に加入したため、伊藤順男議員個人への交付額は8カ月分（令和5年4月から令和5年11月分）、
　高志会への交付額は12人×12ヶ月分＋1人×4ヶ月分（令和5年12月から令和6年3月分）の交付となっております。
※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派および議員が負担しています。

政務活動費の収支を報告します

令和５年度

新型コロナウィルスワクチン
定期接種事業

問 　対象者や事業内容は。

答 　満６５歳以上の方、もしくは６０歳から６４
歳で心臓・腎臓または呼吸器などの疾患があ
る障害者手帳１級の方を対象に、国や市がワ
クチン接種助成を行う。接種時期は秋から冬
の年１回で、個人が各医療機関に予約し接種
を受ける。個人負担は１回につき、およそ5千
円となる予定。

　対象者にワクチン接種の費用の一部助成を行

います。 教

　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てる

ことができます。令和５年４月～令和６年３月は月額１５,０００円を交付され、

収支報告書の提出が義務付けられています。

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

由利本荘市政務活動費交付金の執行状況（令和５年４月～令和６年３月分） （単位：円）

会派名・議員名

高

　
志

　
会

サ

キ

ホ

コ

レ

市

民

の

窓

口

日

本

共

産

党

公

　
明

　
党

立

憲

民

主

党

伊

藤

順

男

議

員

阿

部

十

全

議

員

合計

2,220,000

2,220,000

1,198,630

63,000

684,481

2,200

369,723

142,700

2,460,734

0

360,000

360,000

26,400

442,513

468,913

0

360,000

360,000

26,400

10,208

319,528

1,260

1,540

8,080

367,016

0

180,000

180,000

265,040

265,040

0

180,000

180,000

12,100

3,000

51,683

127,259

8,110

202,152

0

180,000

180,000

13,200

12,540

93,632

6,000

6,663

64,442

196,477

0

120,000

120,000

8,800

56,474

34,543

99,817

20,183

180,000

180,000

256,331

256,331

0

3,780,000

3,780,000

1,285,530

88,748

2,113,208

9,460

0

0

561,659

257,875

0

0

4,316,480

20,183

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要望・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

残　　額

計

計

収 

入

支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出

交付金
(１人月額１５,０００円交付)

デジタル田園都市国家構想
交付金の活用

問 　無線遠隔草刈機の優位性は。

答 　カタログ値では草払い機と比べて、作業時
間が１／８に短縮可能であり、ラジコン操作で
作業事故も最小限に抑える事が可能である。
　作業については、講習を経た職員が行う。
消耗品は草払い機に比べ高くなるが、効率を考
慮すれば経費の節減になる。導入経費４６０万
９千円の約５０％を交付金で充当。

　無線遠隔草刈機を１台配備します。 総

無線遠隔草刈機
遊泳館リラクゼーションプール
天井修繕　

問 　修繕内容は。

答 　25㍍プールの天井とリラクゼーションプー
ルの天井は構造が異なり、リラクゼーションプ
ールの天井裏は湿気が溜まりやすく、木造の
骨組みは腐食、カビが発生していた。
　そのため、骨組みに耐食性に優れたメッキ
鋼板材、天井仕上げ材に準不燃のバスパネル
を使用する。

　現在、閉鎖している箇所を修繕します。 産

天井を修繕するリラクゼーションプール

大内道の駅周辺施設の
指定管理者の選定

問 　選定の概要は。

答 　公募には２者からの応募があった。選定委
員会において「市民に対するサービスの向上」
「公の施設の適正かつ効果的な管理運営」な
ど５項目を評価基準とし株式会社エイチ・ア
イ・エスを選定した。

　指定管理者が令和６年８月１日より変更となり

ます。 産

本荘東小学校の放課後児童クラブ
の整備計画について

問 　整備の概要は。

答 　新統合小学校から１㌔圏内にある市民交流
学習センターの１階諸室を改修し整備するも
のである。子吉、小友、石沢の学童保育施
設は利用者数の減少や運営委託費節減の観
点から廃止し集約を図る。

　新統合小学校の開校に合わせ学童保育施設を

新設します。 教
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髙橋議員、吉田議員

　第１００回全国市議会議長会定期総会が
５月２２日に東京都内で開催され、本市の
議員２人が永年にわたる市議会議員として
の功績が認められ表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●副議長在職４年以上

　　髙　橋　和　子  議員
●議員在職１０年以上

　　吉　田　朋　子  議員

大沢川排水機場操作点検
業務委託

問 　増額内容は。

答 　本荘地域内を流れる大沢川が子吉川に流入
する場所にある施設の点検を通常月１回３名で
行う。災害時には、二十六木橋付近で３．５ｍ
以上の水位になった際に、水量の調整を行う
が、この回数が多かった。

　大雨への対応が多く、操作点検業務委託料を

２１万６千円増額しました。 総

大沢川排水機場

●由利本荘市特別職の職員で常勤のものの

　給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市コミュニティバス等運行事業条例の　

　一部を改正する条例案

●由利本荘市地域支援事業及び地域支え合い事業費

　用徴収条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市鶴舞温泉及び休養施設条例の一部を改

　正する条例案

●由利本荘市石脇コミュニティセンター等条例の一部

　を改正する条例案

●由利本荘市総合交流ターミナル施設条例の一部を

　改正する条例案

条例関係（主なもの） 可決

◆鳥海ダム建設事業に伴う市道百宅線

　付替工事委託契約（第５期）の締結について

　契約金額：１億６８１３万６００円
　契約の相手方：国土交通省東北地方整備局長

山本巧
◆鳥海ダム建設事業に伴う市道百宅線付替工事委託

　契約（２号トンネル） の締結について

　契約金額：１億５２８１万８６００円
　　契約の相手方：国土交通省東北地方整備局長

山本巧
◆物品（凍結防止剤散布車）購入契約の締結について

　契約金額：２３３２万円
　契約の相手方：株式会社青工秋田支店  支店長

土田克文

契約関係（主なもの） 可決

6月定例会6月定例会

※陳情第6号：物価に見合う年金の引上げを国に求める意見書提出についての陳情（趣旨採択とすべきかの採決）
※長沼久利議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

無
所
属

立
民
党

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

趣旨採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

阿
部

　十
全

小
川

　幾
代

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

伊
藤

　順
男

吉
田

　朋
子

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

佐
藤

　健
司

三
浦

　秀
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

髙
橋

　和
子

高
橋

　信
雄

××○×○×○○－○○○○○○○○○○○○陳情第６号 ４１６

○：賛成　×：反対　欠：欠席

人　事　案　件

■教育委員会委員（任期：４年）

　嵯　峨　泰　治　氏（新任）本荘地域神沢
さ が じたい

異議
なし

請願・陳情結果

趣旨採択趣旨採択

○陳情第６号

　物価に見合う年金の引上げを国に求める意見書提

　出についての陳情

　全日本年金者組合本荘由利支部　執行委員長

村上次郎

継続審査

○陳情第２号

　年金制度における外国人への脱退一時金の是正を

　国に求める意見書提出についての陳情

　小坪慎也

採　　択

○請願第１号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書提出に

　ついての請願

　連合秋田本荘地域協議会　議長　清野英之

　紹介議員　小川幾代

●委員会発案第１号

　地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

委 員 会 発 案 可決

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣

総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣

国土交通大臣　デジタル大臣

内閣府特命担当大臣（こども政策　少子化対策

若者活躍　男女共同参画　孤独・孤立対策）

コミュニティ助成事業助成金の
活用

問 　具体的な内容は。

答 　災害時において、消防団本部や分団で夜間
も対応出来るよう投光器とポータブル電源３
台を購入し、市民の安全・安心に努める。
　助成金額は１００万円。

　消防団活動用投光器及びポータブル電源の購入。

総

トラック事業者補助事業

問 　補助内容は。

答 　経済活動の重要な役割を担うトラック運送
業者の事業を継続するための支援を行う。
　交付金額は普通貨物自動車１台につき２万
円、軽貨物自動車１台につき５千円を交付す
る。なお、対象車両台数は普通貨物自動車が
１５０台、軽貨物自動車が１００台と試算した。
　総額は３５０万円となる。

　燃料価格の急激な高騰に対し、燃料費の一部

を補助するものです。 産
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

6P 正木修一（サキホコレ）
１．公共施設等総合管理計画について

２．改正空家等対策の推進に関する特別措置

法施行後の対策強化について

３．地籍調査事業の進捗状況について

４．男性職員の育児休業取得率について

５．児童館と学童保育について

６．第三セクター指定管理者選定について

７．鳥獣被害に対応できる狩猟者の確保につ

いて

８．学校情報化優良校の認定について

7P 佐々木隆一（日本共産党）
１．東由利地域大台の不適正事案について

２．農業従事者の減少、高齢化の現状、新規

就農者対策を

３．訪問介護の現状は

４．成年後見制度の取組について

５．相続土地国庫帰属制度の周知を

６．ゼロゼロ融資返済・中小企業の実態は

7P 伊藤順男（高志会）
１．合併時から今日的背景における行財政運

営などについて

２．市財政における一般財源の状況などにつ

いて。

３．ビルド・アンド・スクラップにおける財政

の弾力性確保。またスクラップにおける

住民説明について

４．次期総合計画について

５．合併２０周年に係る記念事業などについて

甫仮貴子
（高志会）

6P 小川幾代（立憲民主党）
１．災害への備えについて

２．安全・安心キットの活用状況について

３．子どもを取り巻く環境について

6月定例会では、6人の議員が質問
に立ちました。YouTube配信を
QRコードよりご覧になれます。

被
災
家
屋
を
覚
書
な
ど
で
解
体

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

災
害
に
よ
っ
て
罹
災
証
明
書
で

「
全
壊
」
と
認
定
さ
れ
た
家
屋
な

ど
に
つ
い
て
は
、
被
災
自
治
体
が
国
の

補
助
金
で
解
体・撤
去
で
き
る
が
、様
々

な
手
順
を
踏
む
必
要
性
か
ら
、
所
有
者

か
ら
の
覚
書
な
ど
で
解
体
を
実
施
す
る

の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

問答

後
期
高
齢
者
及
び
独
居
高
齢
者

の
所
在
確
認
に
つ
い
て
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
作
成

は
、
市
町
村
に
義
務
化
さ
れ
た
。

名
簿
の
登
載
要
件
は
柔
軟
に
運
用
し
て
お

り
、
高
齢
者
な
ど
か
ら
の
希
望
が
あ
れ

ば
名
簿
に
登
録
で
き
る
の
で
、
今
後
も

名
簿
登
録
の
希
望
者
を
募
っ
て
ゆ
く
。

問答

輸
送
道
路
の
確
保
と
住
民
に
よ

る
実
践
的
な
訓
練
に
つ
い
て
。

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
、

支
援
物
資
補
給
路
の
確
認
な
ど

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
の
実
情
に
沿
っ

た
防
災
訓
練
に
努
め
る
。

問答

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
リ
ー
ダ

ー
育
成
に
つ
い
て
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
専
門
家

の
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
市
職
員
も
事
業

へ
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
努
め
て
い
る
。

問答

災
害
関
連
死
の
認
定
に
つ
い
て
。

昨
年
の
秋
田
市
豪
雨
災
害
や
能

登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
災
害

関
連
死
の
認
定
基
準
や
審
査
会
の
設
置

に
向
け
て

調
査
・
検

討
し
、
今

年
度
中
に

関
係
条
例

を
整
備
し

た
い
。

問答

災
害
対
策
に
つ
い
て

破
損
箇
所
の
修
復
に
つ
い
て
。

破
損
し
た
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
早
期
に
補
修
を
行
い
、

草
が
生
え
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
除

草
剤
を
散
布
す
る
な
ど
道
路
・
歩
道
の

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問答 道
路
・
歩
道
整
備
に
つ
い
て

阿部十全
（無所属）

ここが聞きたい
一 般 質 問

本
荘
公
園
の
価
値
を
最
大
限
に

生
か
す
た
め
に
。

草
刈
り
や
園
内
の
誘
導
表
示
の

設
置
な
ど
利
用
者
目
線
に
立
っ

た
維
持
管
理
を
行
う
。
自
然
や
歴
史
と

い
っ
た
魅
力
を
新
た
な
工
夫
を
加
え
て

発
信
し
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
努
め
る
。

問答 持
続
可
能
な
魅
力
あ
る

　ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

歯
科
保
健
に
関
わ
る
本
市
の
課

題
は
。

問

市
民
へ
の
意
識
調
査
の
結
果
、

若
年
男
性
の
歯
科
保
健
に
関
す

る
意
識
が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

う
し
た
健
康
無
関
心
層
へ
の
啓
発
活
動

を
充
実
さ
せ
、
年
少
期
か
ら
高
齢
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
歯
科
保
健
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。

答

う
蝕
や
歯
周
病
な
ど
の
予
防
と

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
健
康
増

進
法
に
基
づ
く
歯
周
疾
患
検
診
の
実
施

を
検
討
し
て
い
く
。

答

誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
由
利
本
荘
に

本荘公園

歯
周
疾
患
検
診
の
実
施
を
。

問

さ
ら
な
る
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
は
。

問

県
全
体
の
生
活
習
慣
病
受
診
状

況
で
は
歯
周
病
関
連
疾
病
の
割

合
が
高
い
。
保
健
・
介
護
の
両
面
か
ら

よ
り
効
果
的
な
支
援
を
実
施
し
高
齢
者

の
健
康
課
題
の
解
決
と
健
康
寿
命
の
延

伸
に
努
め
る
。

答

旧
矢
島
小
及
び
学
校
再
編
後
の

鶴
舞
・
小
友
・
子
吉
小
は
。

鶴
舞
小
・
子
吉
小
は
有
償
の
借

地
で
あ
り
閉
校
後
は
解
体
し
土

地
を
返
却
す
る
。
旧
矢
島
小
・
小
友
小

に
つ
い
て
は
地
域
の
方
々
の
意
見
や
提

案
を
踏
ま
え
活
用
策
の
検
討
を
進
め
る
。

問答 小
学
校
の
統
合
や
移
転
に

　
　伴
う
旧
校
舎
や
跡
地
は

活動報告

　再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟では、再生可能エネルギーの発展的利点や問題点の調査研究に
取り組むことで、持続可能な社会の実現に寄与することを目的に研修などを行っています。
　これまでに、市当局や関連企業から、本市における風力発電事業についての研修の場を設けてきました。
今回は、秋田県産業労働部公営企業課発電所建設室長の成田直幸氏、開発・調査チーム主査の宮田慎吾氏を
お迎えし、「県営水力発電所について」と題し、今後水力発電所が設置される成瀬ダムや鳥海ダムも含めてご
講話いただきました。
　講話では、水力発電の仕組みや県営水力発電所における地域への貢献及び還元状況、さらには電気事業を
取り巻く状況などについてお話をいただき、２０５０年カーボンニュートラル実現のために、水力発電における
未利用の水資源の開発や既存施設の有効活用に取り組む方
向性を示していただきました。
　また、本市における水力発電の状況として、大正１１年
に運転が開始された鳥海川第一発電所をはじめとする１１カ
所の水力発電所についての資料も提示いただきました。県
の水力発電事業の方向性を学び、再生可能エネルギーとし
ての水力発電の持続性と重要性を再認識する研修となりま
した。

令和６年６月１７日

再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会

5P 甫仮貴子（高志会）
１．持続可能な魅力あるまちづくりを目指して

２．誰もが安心して健康に暮らせるまち由利

本荘に

３．小学校の統合や移転後の旧校舎、跡地の

今後は

４．地域を支える仕組み町内会の今後について

8P 阿部十全（無所属）
１．災害対策について

２．道路、歩道整備について

珠洲市倒壊家屋
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ここが聞きたい
一 般 質 問

7 由利本荘市議会だより  第77号（6月定例会）

佐々木隆一
（日本共産党）

同
地
区
の
水
道
水
か
ら
基
準
値

を
上
回
る
「
六
価
ク
ロ
ム
」
が

検
出
さ
れ
た
が
企
業
局
、
建
設
部
、
東

由
利
総
合
支
所
な
ど
事
案
に
対
す
る
認

識
が
甘
く
、
地
域
内
で
は
４
年
間
こ
の

水
を
飲
用
し
て
い
た
。

　
本
年
２
月
建
設
部
職
員
よ
り
基
準
値

を
超
え
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
４

月
供
給
停
止
と
あ
る
が
、
す
ぐ
に
停
止

す
べ
き
で
な
か
っ
た
の
か
。

庁
内
全
体
で
情
報
共
有
を
図
る

べ
き
だ
っ
た
が
、
原
因
究
明
を

優
先
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
後
、
２
カ
月

に
わ
た
り
六
価
ク
ロ
ム
の
基
準
値
を
超

え
た
水
を
供
給
し
た
こ
と
に
つ
い
て
猛

省
し
て
い
る
。

問答

六
価
ク
ロ
ム
が
故
意
に
水
源
付

近
に
捨
て
ら
れ
た
の
か
原
因
を

究
明
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
産
廃
な
ど

の
不
法
投
棄
な
ど
が
あ
っ
た
が
六
価
ク

ロ
ム
入
り
の
産
廃
が
混
入
し
て
い
な
か

っ
た
か
。

　
住
民
の
健
康
診
査
は
長
期
に
わ
た
っ

て
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。

六
価
ク
ロ
ム
が
水
源
付
近
に
故

意
に
捨
て
ら
れ
た
か
ど
う
か
、

六
価
ク
ロ
ム
が
混
入
し
た
産
廃
の
不
法

投
棄
が
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
そ
の
よ
う
な
事
実
は
承
知
し
て

い
な
い
。

　
市
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
で
も
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
健
康
診
査
は
継
続

し
て
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
く
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
大
台
地
区
の
住

民
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
不
安
や
心
配

を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

ゆ
る
手
立
て
を
講
じ
真
摯
に
対
応
し
て

い
く
。

問答

東
由
利
地
域
大
台
地
区
の

　不
適
正
事
案
は

　
　誠
実
な
対
応
を
す
べ
き

伊藤順男
（高志会）

一
市
七
町
合
併
か
ら
20
年
を
迎

え
る
中
で
、
湊
市
政
４
年
目
の

今
日
的
行
財
政
運
営
は
。

合
併
か
ら
20
年
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
念
頭
に
、「
新

た
な
由
利
本
荘
市
」
を
創
り
上
げ
、
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
想
い
を
持
ち
、
臆
す

る
こ
と
な
く
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
。

問答

一
市
七
町
合
併
時
の
新
市
建
設

計
画
に
お
け
る
合
併
特
例
債

（
借
金
）
の
総
額
は
。
ま
た
償
還
状
況

に
つ
い
て
は
。

合
併
に
よ
る
特
例
債
（
借
金
）

の
総
額
は
約
4
9
8
億
円
。
償

還
残
高
は
約
2
3
6
億
円
で
、
こ
こ
数

年
の
返
済
は
20
億
円
台
前
半
で
推
移
し
、

令
和
23
年
度
で
償
還
が
完
了
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

問答

令
和
８
年
度
か
ら
の
、次
期（
第

３
次
）
総
合
計
画
に
つ
い
て
。

本
年
７
月
を
目
安
に
「
市
民
満

足
度
調
査
」、「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
調
査
」
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
ま
た
人
口
動
態
な
ど

の
デ
ー
タ
を
収
集
分
析
し
策
定
方
針
を

決
定
す
る
。
令
和
７
年
６
月
に
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
し
市
民
意

見
を
反
映
さ
せ
完
成
を
目
指
す
。

問答

合
併
２０
年
を
振
り
返
り

　
　
　
　
　未
来
に
向
け
て

合
併
20
周
年
に
お
け
る
市
民
参

加
型
の
記
念
事
業
の
考
え
方
は
。

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
20

年
の
時
を
経
て
一
つ
の
市
と
な

っ
た
こ
と
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
市
民

参
加
型
の
事
業
を
し
、
ま
た
21
年
目
に

向
け
た
新
た
な
一
歩
の
機
会
に
努
め

る
。 問答

安
全
・
安
心
キ
ッ
ト
の
活
用
実

績
と
周
知
方
法
は
。

高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
の
う

ち
、
希
望
さ
れ
た
４
８
４
２
世

帯
に
配
布
し
て
い
る
。

　
救
急
搬
送
の
現
場
に
お
い
て
も
令
和

３
年
に
12
件
、
令
和
４
年
に
９
件
、
令

和
５
年
に
５
件
の
活
用
実
績
が
あ
る
。

　
地
域
の
見
守
り
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
民
生
委
員
が
訪
問
し

配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ
し
、
市
役
所
や
各
総
合

支
所
の
窓
口
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓

口
な
ど
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

問答 安
全
・
安
心
キ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　活
用
状
況
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
協
力
会
員
を
増
や
す

取
組
は
。
ま
た
、
協
力
会
員
へ
の
報
酬

を
市
で
一
部
負
担
す
る
必
要
性
は
。

市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど

に
よ
り
、
会
員
募
集
の
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
県
立
大
生
な
ど
に

向
け
た
周
知
も
検
討
す
る
。

　
報
酬
は
利
用
会
員
と
協
力
会
員
と
の

相
互
援
助
活
動
に
対
す
る
『
謝
意
』
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

が
一
部
負
担
を
す
る
と
い
う
考
え
方
は

馴
染
ま
な
い
も
の
と
考
え
る
。

問答

県
教
育
委
員
会
の
勤
務
時
間
状

況
調
査
に
お
け
る
時
間
外
勤
務

は
、
各
校
の
教
職
員
の
在
校
時
間
か
ら

正
規
の
勤
務
時
間
と
実
質
の
休
憩
時
間

を
引
い
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
各
校
の
管
理
職

に
対
し
、
時
間
外
勤
務
が
多
い
職
員
と

の
面
談
を
行
う
な
ど
状
況
の
改
善
を
図

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
持
ち
帰
り
仕
事
や
休
日
出

勤
な
ど
の
確
認
も
含
め
、
具
体
的
な
業

務
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。

教
員
の
休
日
出
勤
、
持
ち
帰
り

の
仕
事
な
ど
の
把
握
方
法
は
。

問答 子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は

小川幾代
（立憲民主党）

正木修一
（サキホコレ）

施
設
の
譲
渡
、
用
途
廃
止
、
建

物
解
体
な
ど
の
計
画
実
行
に
よ

り
、
計
画
し
て
い
る
年
間
の
維
持
管
理

費
の
削
減
は
可
能
な
の
か
。

問

令
和
８
年
度
ま
で
に
廃
止
予
定

と
し
て
い
る
施
設
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
は
、
実
状
を
踏
ま
え
算
出

し
た
も
の
で
、
計
画
通
り
に
施
設
を
廃

止
し
た
場
合
、
基
本
的
に
は
目
標
通
り

削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

答

廃
止
す
る
施
設
は
廃
止
後
の
活

用
計
画
は
立
て
ら
れ
て
い
る
の

か
。
活
用
計
画
が
な
い
施
設
の
用
途
は
。

問

各
施
設
の
将
来
方
針
の
見
直
し

を
行
い
、
令
和
18
年
度
ま
で
に
、

施
設
総
量
の
37
％
の
削
減
を
目
標
と
し

問

管
理
計
画
で
は
、
廃
止
後
の
活

用
方
針
は
定
め
ら
れ
て
な
い
が
、

一
般
的
に
は
解
体
し
、
土
地
の
売
却
を

含
む
有
効
活
用
を
図
る
。

答 公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

て
い
る
が
、
重
複
施
設
が
主
と
な
っ
て

い
く
の
か
。

市
民
の
皆
様
に
丁
寧
な
説
明
を

重
ね
、
十
分
な
理
解
を
得
な
が

ら
、
利
用
状
況
や
老
朽
化
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
削
減
を
進
め
て
い
く
。

答

（
株
）
大
内
町
交
流
セ
ン
タ
ー
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
た
、

大
内
道
の
駅
な
ど
の
施
設
管
理
を
６
月

末
日
で
休
止
し
、
７
月
末
日
で
終
了
と

決
定
し
た
。

　
早
期
の
営
業
再
開
が
望
ま
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

直
売
施
設
は
営
業
を
継
続
し
、

選
定
委
員
会
で
選
定
さ
れ
た
、

新
た
な
指
定
管
理
者
が
開
業
に
向
け
た

準
備
を
進
め
、
８
月
１
日
よ
り
温
泉
施

設
の
営
業
再
開
を
予
定
し
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
時
期

は
決
ま
っ

て
い
な
い

が
準
備
が

整
い
次
第
、

営
業
を
再

開
す
る
。

問答 第
三
セ
ク
タ
ー

　
　
　
　指
定
管
理
者
選
定

再開が待たれる「ぽぽろっこ」

持病などの情報を書いて
ケースに入れ冷蔵庫保管

高区配水池
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ここが聞きたい
一 般 質 問

7 由利本荘市議会だより  第77号（6月定例会）

佐々木隆一
（日本共産党）

同
地
区
の
水
道
水
か
ら
基
準
値

を
上
回
る
「
六
価
ク
ロ
ム
」
が

検
出
さ
れ
た
が
企
業
局
、
建
設
部
、
東

由
利
総
合
支
所
な
ど
事
案
に
対
す
る
認

識
が
甘
く
、
地
域
内
で
は
４
年
間
こ
の

水
を
飲
用
し
て
い
た
。

　
本
年
２
月
建
設
部
職
員
よ
り
基
準
値

を
超
え
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
４

月
供
給
停
止
と
あ
る
が
、
す
ぐ
に
停
止

す
べ
き
で
な
か
っ
た
の
か
。

庁
内
全
体
で
情
報
共
有
を
図
る

べ
き
だ
っ
た
が
、
原
因
究
明
を

優
先
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
後
、
２
カ
月

に
わ
た
り
六
価
ク
ロ
ム
の
基
準
値
を
超

え
た
水
を
供
給
し
た
こ
と
に
つ
い
て
猛

省
し
て
い
る
。

問答

六
価
ク
ロ
ム
が
故
意
に
水
源
付

近
に
捨
て
ら
れ
た
の
か
原
因
を

究
明
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
産
廃
な
ど

の
不
法
投
棄
な
ど
が
あ
っ
た
が
六
価
ク

ロ
ム
入
り
の
産
廃
が
混
入
し
て
い
な
か

っ
た
か
。

　
住
民
の
健
康
診
査
は
長
期
に
わ
た
っ

て
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。

六
価
ク
ロ
ム
が
水
源
付
近
に
故

意
に
捨
て
ら
れ
た
か
ど
う
か
、

六
価
ク
ロ
ム
が
混
入
し
た
産
廃
の
不
法

投
棄
が
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
そ
の
よ
う
な
事
実
は
承
知
し
て

い
な
い
。

　
市
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
で
も
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
健
康
診
査
は
継
続

し
て
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
く
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
大
台
地
区
の
住

民
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
不
安
や
心
配

を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

ゆ
る
手
立
て
を
講
じ
真
摯
に
対
応
し
て

い
く
。

問答

東
由
利
地
域
大
台
地
区
の

　不
適
正
事
案
は

　
　誠
実
な
対
応
を
す
べ
き

伊藤順男
（高志会）

一
市
七
町
合
併
か
ら
20
年
を
迎

え
る
中
で
、
湊
市
政
４
年
目
の

今
日
的
行
財
政
運
営
は
。

合
併
か
ら
20
年
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
念
頭
に
、「
新

た
な
由
利
本
荘
市
」
を
創
り
上
げ
、
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
想
い
を
持
ち
、
臆
す

る
こ
と
な
く
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
。

問答

一
市
七
町
合
併
時
の
新
市
建
設

計
画
に
お
け
る
合
併
特
例
債

（
借
金
）
の
総
額
は
。
ま
た
償
還
状
況

に
つ
い
て
は
。

合
併
に
よ
る
特
例
債
（
借
金
）

の
総
額
は
約
4
9
8
億
円
。
償

還
残
高
は
約
2
3
6
億
円
で
、
こ
こ
数

年
の
返
済
は
20
億
円
台
前
半
で
推
移
し
、

令
和
23
年
度
で
償
還
が
完
了
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

問答

令
和
８
年
度
か
ら
の
、次
期（
第

３
次
）
総
合
計
画
に
つ
い
て
。

本
年
７
月
を
目
安
に
「
市
民
満

足
度
調
査
」、「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
調
査
」
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
ま
た
人
口
動
態
な
ど

の
デ
ー
タ
を
収
集
分
析
し
策
定
方
針
を

決
定
す
る
。
令
和
７
年
６
月
に
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
し
市
民
意

見
を
反
映
さ
せ
完
成
を
目
指
す
。

問答

合
併
２０
年
を
振
り
返
り

　
　
　
　
　未
来
に
向
け
て

合
併
20
周
年
に
お
け
る
市
民
参

加
型
の
記
念
事
業
の
考
え
方
は
。

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
20

年
の
時
を
経
て
一
つ
の
市
と
な

っ
た
こ
と
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
市
民

参
加
型
の
事
業
を
し
、
ま
た
21
年
目
に

向
け
た
新
た
な
一
歩
の
機
会
に
努
め

る
。 問答

安
全
・
安
心
キ
ッ
ト
の
活
用
実

績
と
周
知
方
法
は
。

高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
の
う

ち
、
希
望
さ
れ
た
４
８
４
２
世

帯
に
配
布
し
て
い
る
。

　
救
急
搬
送
の
現
場
に
お
い
て
も
令
和

３
年
に
12
件
、
令
和
４
年
に
９
件
、
令

和
５
年
に
５
件
の
活
用
実
績
が
あ
る
。

　
地
域
の
見
守
り
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
民
生
委
員
が
訪
問
し

配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ
し
、
市
役
所
や
各
総
合

支
所
の
窓
口
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓

口
な
ど
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

問答 安
全
・
安
心
キ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　活
用
状
況
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
協
力
会
員
を
増
や
す

取
組
は
。
ま
た
、
協
力
会
員
へ
の
報
酬

を
市
で
一
部
負
担
す
る
必
要
性
は
。

市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど

に
よ
り
、
会
員
募
集
の
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
県
立
大
生
な
ど
に

向
け
た
周
知
も
検
討
す
る
。

　
報
酬
は
利
用
会
員
と
協
力
会
員
と
の

相
互
援
助
活
動
に
対
す
る
『
謝
意
』
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

が
一
部
負
担
を
す
る
と
い
う
考
え
方
は

馴
染
ま
な
い
も
の
と
考
え
る
。

問答

県
教
育
委
員
会
の
勤
務
時
間
状

況
調
査
に
お
け
る
時
間
外
勤
務

は
、
各
校
の
教
職
員
の
在
校
時
間
か
ら

正
規
の
勤
務
時
間
と
実
質
の
休
憩
時
間

を
引
い
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
各
校
の
管
理
職

に
対
し
、
時
間
外
勤
務
が
多
い
職
員
と

の
面
談
を
行
う
な
ど
状
況
の
改
善
を
図

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
持
ち
帰
り
仕
事
や
休
日
出

勤
な
ど
の
確
認
も
含
め
、
具
体
的
な
業

務
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。

教
員
の
休
日
出
勤
、
持
ち
帰
り

の
仕
事
な
ど
の
把
握
方
法
は
。

問答 子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は

小川幾代
（立憲民主党）

正木修一
（サキホコレ）

施
設
の
譲
渡
、
用
途
廃
止
、
建

物
解
体
な
ど
の
計
画
実
行
に
よ

り
、
計
画
し
て
い
る
年
間
の
維
持
管
理

費
の
削
減
は
可
能
な
の
か
。

問

令
和
８
年
度
ま
で
に
廃
止
予
定

と
し
て
い
る
施
設
の
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
は
、
実
状
を
踏
ま
え
算
出

し
た
も
の
で
、
計
画
通
り
に
施
設
を
廃

止
し
た
場
合
、
基
本
的
に
は
目
標
通
り

削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

答

廃
止
す
る
施
設
は
廃
止
後
の
活

用
計
画
は
立
て
ら
れ
て
い
る
の

か
。
活
用
計
画
が
な
い
施
設
の
用
途
は
。

問

各
施
設
の
将
来
方
針
の
見
直
し

を
行
い
、
令
和
18
年
度
ま
で
に
、

施
設
総
量
の
37
％
の
削
減
を
目
標
と
し

問

管
理
計
画
で
は
、
廃
止
後
の
活

用
方
針
は
定
め
ら
れ
て
な
い
が
、

一
般
的
に
は
解
体
し
、
土
地
の
売
却
を

含
む
有
効
活
用
を
図
る
。

答 公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

て
い
る
が
、
重
複
施
設
が
主
と
な
っ
て

い
く
の
か
。

市
民
の
皆
様
に
丁
寧
な
説
明
を

重
ね
、
十
分
な
理
解
を
得
な
が

ら
、
利
用
状
況
や
老
朽
化
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
削
減
を
進
め
て
い
く
。

答

（
株
）
大
内
町
交
流
セ
ン
タ
ー
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
た
、

大
内
道
の
駅
な
ど
の
施
設
管
理
を
６
月

末
日
で
休
止
し
、
７
月
末
日
で
終
了
と

決
定
し
た
。

　
早
期
の
営
業
再
開
が
望
ま
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

直
売
施
設
は
営
業
を
継
続
し
、

選
定
委
員
会
で
選
定
さ
れ
た
、

新
た
な
指
定
管
理
者
が
開
業
に
向
け
た

準
備
を
進
め
、
８
月
１
日
よ
り
温
泉
施

設
の
営
業
再
開
を
予
定
し
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
時
期

は
決
ま
っ

て
い
な
い

が
準
備
が

整
い
次
第
、

営
業
を
再

開
す
る
。

問答 第
三
セ
ク
タ
ー

　
　
　
　指
定
管
理
者
選
定

再開が待たれる「ぽぽろっこ」

持病などの情報を書いて
ケースに入れ冷蔵庫保管

高区配水池
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

6P 正木修一（サキホコレ）
１．公共施設等総合管理計画について

２．改正空家等対策の推進に関する特別措置

法施行後の対策強化について

３．地籍調査事業の進捗状況について

４．男性職員の育児休業取得率について

５．児童館と学童保育について

６．第三セクター指定管理者選定について

７．鳥獣被害に対応できる狩猟者の確保につ

いて

８．学校情報化優良校の認定について

7P 佐々木隆一（日本共産党）
１．東由利地域大台の不適正事案について

２．農業従事者の減少、高齢化の現状、新規

就農者対策を

３．訪問介護の現状は

４．成年後見制度の取組について

５．相続土地国庫帰属制度の周知を

６．ゼロゼロ融資返済・中小企業の実態は

7P 伊藤順男（高志会）
１．合併時から今日的背景における行財政運

営などについて

２．市財政における一般財源の状況などにつ

いて。

３．ビルド・アンド・スクラップにおける財政

の弾力性確保。またスクラップにおける

住民説明について

４．次期総合計画について

５．合併２０周年に係る記念事業などについて

甫仮貴子
（高志会）

6P 小川幾代（立憲民主党）
１．災害への備えについて

２．安全・安心キットの活用状況について

３．子どもを取り巻く環境について

6月定例会では、6人の議員が質問
に立ちました。YouTube配信を
QRコードよりご覧になれます。

被
災
家
屋
を
覚
書
な
ど
で
解
体

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

災
害
に
よ
っ
て
罹
災
証
明
書
で

「
全
壊
」
と
認
定
さ
れ
た
家
屋
な

ど
に
つ
い
て
は
、
被
災
自
治
体
が
国
の

補
助
金
で
解
体・撤
去
で
き
る
が
、様
々

な
手
順
を
踏
む
必
要
性
か
ら
、
所
有
者

か
ら
の
覚
書
な
ど
で
解
体
を
実
施
す
る

の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

問答

後
期
高
齢
者
及
び
独
居
高
齢
者

の
所
在
確
認
に
つ
い
て
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
作
成

は
、
市
町
村
に
義
務
化
さ
れ
た
。

名
簿
の
登
載
要
件
は
柔
軟
に
運
用
し
て
お

り
、
高
齢
者
な
ど
か
ら
の
希
望
が
あ
れ

ば
名
簿
に
登
録
で
き
る
の
で
、
今
後
も

名
簿
登
録
の
希
望
者
を
募
っ
て
ゆ
く
。

問答

輸
送
道
路
の
確
保
と
住
民
に
よ

る
実
践
的
な
訓
練
に
つ
い
て
。

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
、

支
援
物
資
補
給
路
の
確
認
な
ど

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
の
実
情
に
沿
っ

た
防
災
訓
練
に
努
め
る
。

問答

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
リ
ー
ダ

ー
育
成
に
つ
い
て
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
専
門
家

の
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
市
職
員
も
事
業

へ
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
努
め
て
い
る
。

問答

災
害
関
連
死
の
認
定
に
つ
い
て
。

昨
年
の
秋
田
市
豪
雨
災
害
や
能

登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
災
害

関
連
死
の
認
定
基
準
や
審
査
会
の
設
置

に
向
け
て

調
査
・
検

討
し
、
今

年
度
中
に

関
係
条
例

を
整
備
し

た
い
。

問答

災
害
対
策
に
つ
い
て

破
損
箇
所
の
修
復
に
つ
い
て
。

破
損
し
た
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
早
期
に
補
修
を
行
い
、

草
が
生
え
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
除

草
剤
を
散
布
す
る
な
ど
道
路
・
歩
道
の

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問答 道
路
・
歩
道
整
備
に
つ
い
て

阿部十全
（無所属）

ここが聞きたい
一 般 質 問

本
荘
公
園
の
価
値
を
最
大
限
に

生
か
す
た
め
に
。

草
刈
り
や
園
内
の
誘
導
表
示
の

設
置
な
ど
利
用
者
目
線
に
立
っ

た
維
持
管
理
を
行
う
。
自
然
や
歴
史
と

い
っ
た
魅
力
を
新
た
な
工
夫
を
加
え
て

発
信
し
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
努
め
る
。

問答 持
続
可
能
な
魅
力
あ
る

　ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

歯
科
保
健
に
関
わ
る
本
市
の
課

題
は
。

問

市
民
へ
の
意
識
調
査
の
結
果
、

若
年
男
性
の
歯
科
保
健
に
関
す

る
意
識
が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

う
し
た
健
康
無
関
心
層
へ
の
啓
発
活
動

を
充
実
さ
せ
、
年
少
期
か
ら
高
齢
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
歯
科
保
健
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。

答

う
蝕
や
歯
周
病
な
ど
の
予
防
と

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
健
康
増

進
法
に
基
づ
く
歯
周
疾
患
検
診
の
実
施

を
検
討
し
て
い
く
。

答

誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
由
利
本
荘
に

本荘公園

歯
周
疾
患
検
診
の
実
施
を
。

問

さ
ら
な
る
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
は
。

問

県
全
体
の
生
活
習
慣
病
受
診
状

況
で
は
歯
周
病
関
連
疾
病
の
割

合
が
高
い
。
保
健
・
介
護
の
両
面
か
ら

よ
り
効
果
的
な
支
援
を
実
施
し
高
齢
者

の
健
康
課
題
の
解
決
と
健
康
寿
命
の
延

伸
に
努
め
る
。

答

旧
矢
島
小
及
び
学
校
再
編
後
の

鶴
舞
・
小
友
・
子
吉
小
は
。

鶴
舞
小
・
子
吉
小
は
有
償
の
借

地
で
あ
り
閉
校
後
は
解
体
し
土

地
を
返
却
す
る
。
旧
矢
島
小
・
小
友
小

に
つ
い
て
は
地
域
の
方
々
の
意
見
や
提

案
を
踏
ま
え
活
用
策
の
検
討
を
進
め
る
。

問答 小
学
校
の
統
合
や
移
転
に

　
　伴
う
旧
校
舎
や
跡
地
は

活動報告

　再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟では、再生可能エネルギーの発展的利点や問題点の調査研究に
取り組むことで、持続可能な社会の実現に寄与することを目的に研修などを行っています。
　これまでに、市当局や関連企業から、本市における風力発電事業についての研修の場を設けてきました。
今回は、秋田県産業労働部公営企業課発電所建設室長の成田直幸氏、開発・調査チーム主査の宮田慎吾氏を
お迎えし、「県営水力発電所について」と題し、今後水力発電所が設置される成瀬ダムや鳥海ダムも含めてご
講話いただきました。
　講話では、水力発電の仕組みや県営水力発電所における地域への貢献及び還元状況、さらには電気事業を
取り巻く状況などについてお話をいただき、２０５０年カーボンニュートラル実現のために、水力発電における
未利用の水資源の開発や既存施設の有効活用に取り組む方
向性を示していただきました。
　また、本市における水力発電の状況として、大正１１年
に運転が開始された鳥海川第一発電所をはじめとする１１カ
所の水力発電所についての資料も提示いただきました。県
の水力発電事業の方向性を学び、再生可能エネルギーとし
ての水力発電の持続性と重要性を再認識する研修となりま
した。

令和６年６月１７日

再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会

5P 甫仮貴子（高志会）
１．持続可能な魅力あるまちづくりを目指して

２．誰もが安心して健康に暮らせるまち由利

本荘に

３．小学校の統合や移転後の旧校舎、跡地の

今後は

４．地域を支える仕組み町内会の今後について

8P 阿部十全（無所属）
１．災害対策について

２．道路、歩道整備について

珠洲市倒壊家屋
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髙橋議員、吉田議員

　第１００回全国市議会議長会定期総会が
５月２２日に東京都内で開催され、本市の
議員２人が永年にわたる市議会議員として
の功績が認められ表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●副議長在職４年以上

　　髙　橋　和　子  議員
●議員在職１０年以上

　　吉　田　朋　子  議員

大沢川排水機場操作点検
業務委託

問 　増額内容は。

答 　本荘地域内を流れる大沢川が子吉川に流入
する場所にある施設の点検を通常月１回３名で
行う。災害時には、二十六木橋付近で３．５ｍ
以上の水位になった際に、水量の調整を行う
が、この回数が多かった。

　大雨への対応が多く、操作点検業務委託料を

２１万６千円増額しました。 総

大沢川排水機場

●由利本荘市特別職の職員で常勤のものの

　給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市コミュニティバス等運行事業条例の　

　一部を改正する条例案

●由利本荘市地域支援事業及び地域支え合い事業費

　用徴収条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市鶴舞温泉及び休養施設条例の一部を改

　正する条例案

●由利本荘市石脇コミュニティセンター等条例の一部

　を改正する条例案

●由利本荘市総合交流ターミナル施設条例の一部を

　改正する条例案

条例関係（主なもの） 可決

◆鳥海ダム建設事業に伴う市道百宅線

　付替工事委託契約（第５期）の締結について

　契約金額：１億６８１３万６００円
　契約の相手方：国土交通省東北地方整備局長

山本巧
◆鳥海ダム建設事業に伴う市道百宅線付替工事委託

　契約（２号トンネル） の締結について

　契約金額：１億５２８１万８６００円
　　契約の相手方：国土交通省東北地方整備局長

山本巧
◆物品（凍結防止剤散布車）購入契約の締結について

　契約金額：２３３２万円
　契約の相手方：株式会社青工秋田支店  支店長

土田克文

契約関係（主なもの） 可決

6月定例会6月定例会

※陳情第6号：物価に見合う年金の引上げを国に求める意見書提出についての陳情（趣旨採択とすべきかの採決）
※長沼久利議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

無
所
属

立
民
党

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

趣旨採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

阿
部

　十
全

小
川

　幾
代

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

伊
藤

　順
男

吉
田

　朋
子

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

佐
藤

　健
司

三
浦

　秀
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

髙
橋

　和
子

高
橋

　信
雄

××○×○×○○－○○○○○○○○○○○○陳情第６号 ４１６

○：賛成　×：反対　欠：欠席

人　事　案　件

■教育委員会委員（任期：４年）

　嵯　峨　泰　治　氏（新任）本荘地域神沢
さ が じたい

異議
なし

請願・陳情結果

趣旨採択趣旨採択

○陳情第６号

　物価に見合う年金の引上げを国に求める意見書提

　出についての陳情

　全日本年金者組合本荘由利支部　執行委員長

村上次郎

継続審査

○陳情第２号

　年金制度における外国人への脱退一時金の是正を

　国に求める意見書提出についての陳情

　小坪慎也

採　　択

○請願第１号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書提出に

　ついての請願

　連合秋田本荘地域協議会　議長　清野英之

　紹介議員　小川幾代

●委員会発案第１号

　地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

委 員 会 発 案 可決

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣

総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣

国土交通大臣　デジタル大臣

内閣府特命担当大臣（こども政策　少子化対策

若者活躍　男女共同参画　孤独・孤立対策）

コミュニティ助成事業助成金の
活用

問 　具体的な内容は。

答 　災害時において、消防団本部や分団で夜間
も対応出来るよう投光器とポータブル電源３
台を購入し、市民の安全・安心に努める。
　助成金額は１００万円。

　消防団活動用投光器及びポータブル電源の購入。

総

トラック事業者補助事業

問 　補助内容は。

答 　経済活動の重要な役割を担うトラック運送
業者の事業を継続するための支援を行う。
　交付金額は普通貨物自動車１台につき２万
円、軽貨物自動車１台につき５千円を交付す
る。なお、対象車両台数は普通貨物自動車が
１５０台、軽貨物自動車が１００台と試算した。
　総額は３５０万円となる。

　燃料価格の急激な高騰に対し、燃料費の一部

を補助するものです。 産
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※伊藤順男議員が令和5年12月より高志会に加入したため、伊藤順男議員個人への交付額は8カ月分（令和5年4月から令和5年11月分）、
　高志会への交付額は12人×12ヶ月分＋1人×4ヶ月分（令和5年12月から令和6年3月分）の交付となっております。
※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派および議員が負担しています。

政務活動費の収支を報告します

令和５年度

新型コロナウィルスワクチン
定期接種事業

問 　対象者や事業内容は。

答 　満６５歳以上の方、もしくは６０歳から６４
歳で心臓・腎臓または呼吸器などの疾患があ
る障害者手帳１級の方を対象に、国や市がワ
クチン接種助成を行う。接種時期は秋から冬
の年１回で、個人が各医療機関に予約し接種
を受ける。個人負担は１回につき、およそ5千
円となる予定。

　対象者にワクチン接種の費用の一部助成を行

います。 教

　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てる

ことができます。令和５年４月～令和６年３月は月額１５,０００円を交付され、

収支報告書の提出が義務付けられています。

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

由利本荘市政務活動費交付金の執行状況（令和５年４月～令和６年３月分） （単位：円）

会派名・議員名

高

　
志

　
会

サ

キ

ホ

コ

レ

市

民

の

窓

口

日

本

共

産

党

公

　
明

　
党

立

憲

民

主

党

伊

藤

順

男

議

員

阿

部

十

全

議

員

合計

2,220,000

2,220,000

1,198,630

63,000

684,481

2,200

369,723

142,700

2,460,734

0

360,000

360,000

26,400

442,513

468,913

0

360,000

360,000

26,400

10,208

319,528

1,260

1,540

8,080

367,016

0

180,000

180,000

265,040

265,040

0

180,000

180,000

12,100

3,000

51,683

127,259

8,110

202,152

0

180,000

180,000

13,200

12,540

93,632

6,000

6,663

64,442

196,477

0

120,000

120,000

8,800

56,474

34,543

99,817

20,183

180,000

180,000

256,331

256,331

0

3,780,000

3,780,000

1,285,530

88,748

2,113,208

9,460

0

0

561,659

257,875

0

0

4,316,480

20,183

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要望・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

残　　額

計

計

収 

入

支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出

交付金
(１人月額１５,０００円交付)

デジタル田園都市国家構想
交付金の活用

問 　無線遠隔草刈機の優位性は。

答 　カタログ値では草払い機と比べて、作業時
間が１／８に短縮可能であり、ラジコン操作で
作業事故も最小限に抑える事が可能である。
　作業については、講習を経た職員が行う。
消耗品は草払い機に比べ高くなるが、効率を考
慮すれば経費の節減になる。導入経費４６０万
９千円の約５０％を交付金で充当。

　無線遠隔草刈機を１台配備します。 総

無線遠隔草刈機
遊泳館リラクゼーションプール
天井修繕　

問 　修繕内容は。

答 　25㍍プールの天井とリラクゼーションプー
ルの天井は構造が異なり、リラクゼーションプ
ールの天井裏は湿気が溜まりやすく、木造の
骨組みは腐食、カビが発生していた。
　そのため、骨組みに耐食性に優れたメッキ
鋼板材、天井仕上げ材に準不燃のバスパネル
を使用する。

　現在、閉鎖している箇所を修繕します。 産

天井を修繕するリラクゼーションプール

大内道の駅周辺施設の
指定管理者の選定

問 　選定の概要は。

答 　公募には２者からの応募があった。選定委
員会において「市民に対するサービスの向上」
「公の施設の適正かつ効果的な管理運営」な
ど５項目を評価基準とし株式会社エイチ・ア
イ・エスを選定した。

　指定管理者が令和６年８月１日より変更となり

ます。 産

本荘東小学校の放課後児童クラブ
の整備計画について

問 　整備の概要は。

答 　新統合小学校から１㌔圏内にある市民交流
学習センターの１階諸室を改修し整備するも
のである。子吉、小友、石沢の学童保育施
設は利用者数の減少や運営委託費節減の観
点から廃止し集約を図る。

　新統合小学校の開校に合わせ学童保育施設を

新設します。 教
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市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１１１２ １７

１８ ２１１９ ２０ ２３２２

２５ ２６

２

３１２７ ２９ ３０

２４

１５ １６ １８１７

２２ ２３ ２４ ２６ ２７ ２８

２１２０

７６

８

９／１

９ １４

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

１５１４１３

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

３ ４ ５

１６

　８月１６日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

決算審査
特別委員会
（主査報告）

１９

２８

常任委員会
決算審査
特別委員会

本会議
（閉会）

２５

１１
常任委員会
決算審査
特別委員会

１０
常任委員会
決算審査
特別委員会

１２
決算審査
特別委員会
（主査会議）

１３

本会議
（一般質問）
決算審査
特別委員会

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

６月定例会のトピックス

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

議会日誌議会日誌
４月

５月

６月

議会報編集特別委員会
産業建設常任委員会協議会
議会報編集特別委員会
議員全員協議会
東京都北区議会行政視察来訪
当局との連絡会議

「市民と語る会」実行委員会
再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟役員会

大阪府議会行政視察来訪
議会全員協議会

「市民と語る会」実行委員会
香川県丸亀市行政視察来訪
静岡県焼津市行政視察来訪
滋賀県高島市行政視察来訪
議会運営委員会

本会議（開会）
「市民と語る会」全体会
本会議（一般質問）及び１０日
議会運営委員会
委員会（議案審査）～１３日
再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟研修会
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会報編集特別委員会

（４／１～６／３０）

 ３日
 ５日

１０日

１８日
２２日

１３日
１４日

１５日
２０日
２７日

３日

７日
１０日
１１日
１７日
１９日

２７日

６
月
定
例
会

５日
１８日

２２日
２０日

３日
４日

７日

２２日

２４日
２９日
３０日

慶祝、
協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

10,000円
（1件）

128,925円
（19件）

54,860円
（8件）

10,000円
（1件）

0円
（0件）

30,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は８／２８～９／２５ ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

　令和６年６月定例会が６月３日から１９日までの１７日間の日程で開催されました。
　市提出議案は、専決処分報告１０件、人事案件1件、条例関係８件、補正予算９件、契約案件３件、その他１
件の計３２件が提出され、すべて原案のとおり認定・可決されました。
　また、請願１件および陳情１件については常任委員会での討議、本会議での討論を経て、１件は採択、１件
は趣旨採択となり、委員会発案１件が可決されました。

物価高騰緊急支援事業

問 　支援事業の内容は。

答 　令和６年度住民税で新たに非課税・均等割
のみの課税となった世帯に１０万円を給付す
る。また、調整給付として令和６年度住民税所
得税において定額減税分を控除しきれなかっ
た方に対しても給付を行う。対象者には後日通
知書が配布される。

　国の重点交付金を活用し給付事業を行います。

教

大台飲料水供給施設への
浄化装置設置

問 　どのような装置か。

答 　精密ろ過膜と逆浸透膜にて六価クロム化合
物を除去する装置である。この過程でその他の
成分も除去されるため、ミネラル成分を添加し、
通常の水道水と同等の飲料水を供給する。
　また、装置の維持管理について検証し、住民
から意見を伺いながらこれが恒久的な装置と
なるかを見極めていく。

　水源近くに浄化装置ユニットを設置します。

産

浄化装置を設置予定の水源

議会だより第76号P.2に次のとおり誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
（誤）令和５年度予算より８億４６００円増加　
（正）令和５年度予算より８億４６００万円増加

４月

５月

６月

新入社員合同歓迎会
東北市議会議長会理事会・
定期総会（山形市）
秋田由利牛振興協議会総会
老人クラブ連合会総会

丸亀お城まつり（香川県丸亀市）
佐久バルーンフェスティバル・
佐久鯉まつり（長野県佐久市）
高規格道路本荘・大曲道路整備促進期成同盟会
通常総会（大仙市）
全国市議会議長会定期総会（東京都）

市と市議会との合同要望（宮城県・東京都）
日本海沿岸東北自動車道山形・秋田県境区間建設促進大会（遊佐町）
工藤喜美夫氏瑞宝単光章受章記念祝賀会
都市計画道路「停車場栄町線（裏尾崎町工区）」完成記念式典

２０日～２１日

市有形文化財への指定

問 　有形文化財に指定された２点とは。

答 　この度、江戸時代の「西園雅集図屏風」
と「紺糸威筋兜」が市有形文化財に指定さ
れた。「西園雅集図屏風」は本荘藩のお抱え
絵師、牧野永昌の円熟した技量と人物画に秀
でた牧野梅僊の旺盛な筆力が相まって仕上げ
られた代表的な合作である。「紺糸威筋兜」は
五代亀田藩主岩城隆韶が着用したと伝えら
れ、細工の緻密さや技法などから本市を代表
する兜であると考えられる。

　新たに２点を市有形文化財に指定しました。

教
せい えん が しゅう ず びょう ぶ

こん いとおどしすじかぶと

紺糸威筋兜

まき の えいしょう

いわ き たか つぐ

まき の ばい せん
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議案の中からピックアップ　　　 ▶Ｐ２

ここが聞きたい　一般質問　　 　▶Ｐ５

再生可能エネルギー調査研究推進議員連盟　▶Ｐ８

政務活動費収支報告　　　　　 　▶Ｐ１０
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ま
ち
の

声
か
ら

　私
の
住
む
大
内
地
域
は
、
自
然
豊
か
で
人
も

温
か
い
。

　私
は
大
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
、
事
務

局
員
と
し
て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
事
業

活
動
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
人
と
の
関
わ
り

の
中
で
自
分
自
身
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　何
か
に
向
か
っ
て
一
歩
前
へ
進
む
勇
気
は
大

変
な
事
で
す
。「
い
つ
か
や
ろ
う
」「
そ
の
う
ち
」

こ
の
言
葉
が
出
た
時
は
、
大
概
前
に
進
む
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
市
七
町
の
合
併
２０
年
を
前
に
、

地
域
の
人
達
が
健
や
か
に
誰
も
が
住
み
た
い
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
由
利
本
荘
市
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

地

域

と

共

に

は、山に囲まれ、水が豊かで、空気がきれい

な由利本荘市が大好きです。雄大な鳥海山、

心安らぐ法体の滝、夕陽の落ちる日本海など、由利

本荘市ならではの美しい自然は、他の地域に誇れる

ものです。

　この豊かで美しい自然を守っていくために、大人

だけではなく、私たち中学生や小学生、もっと小さな

子どもたちにもできることがあると思います。まず

は、身近な場所を美しくすることです。例えば、ポイ

捨てをしないなど、当たり前のことを一人一人が意識

して生活すれば、みんなが好きな由利本荘市をもっと

美しくすることができ、愛着も深まると思います。

　私もボランティアなどに積極的に取り組み、大好

きな由利本荘市を一層大事にしていきたいです。

は、今年の春に日本野鳥の会に入会しました。

きっかけは、家の前の枝垂れ桜にコゲラとい

う鳥がいて、観察していくうちに野鳥に興味をもっ

たからです。

　そして先日、由利本荘市の探鳥会に参加しまし

た。鶴舞温泉周辺の堤で鳥の観察をしたのですが、

カルガモの親子の可愛い姿を見たり、エゾビタキと

いう、春にはなかなか見ることのできない鳥を見つ

けたりすることができました。野鳥の会の方から、

自然が豊かだからたくさんの野鳥が集まってくると

いうことを教えてもらいました。これからもいろい

ろな種類の野鳥との出会いがあるといいなあと思っ

ています。

　自然をすぐ近くに感じることのできる由利本荘市

が大好きです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３5

私 私

野鳥と由利本荘市美しさを守るために

岩谷小学校 ６年

さん伊藤 菜々子

本荘北中学校 ３年

（町内名　中館）（町内名　浜松町）

ね もと とうい な な こおりみ

さん根元 翠栞

12表彰された皆さん

こ

あ

べ

さ
ん

大
内
地
域 

  

　　　　　　
（
町
内
名

　岩
谷
町
）

阿
部
ル
リ
子

編
集
後
記

　先
日
、
小
学
校
の
先
生
よ
り
「
議

会
だ
よ
り
を
４０
部
ほ
ど
、
授
業
で
使

用
し
た
い
の
で
も
ら
え
ま
す
か
？
」

と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
だ

よ
り
が
、
様
々
な
場
面
で
ご
活
用
い

た
だ
け
る
こ
と
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

　だ
か
ら
こ
そ
、
正
し
い
表
現
で
、

相
手
に
伝
わ
る
記
事
に
し
よ
う
と
再

認
識
し
た
今
回
の
号
で
は
、〝
計
画

通
り
〞と〝
次
の
と
お
り
〞、
同
じ
「
と

お
り
」
で
も
漢
字
と
ひ
ら
が
な
表
記
、

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
？
な
ど
と
議
論

し
ま
し
た
。

　ぜ
ひ
、
夏
休
み
の
宿
題
に
「
議
会

だ
よ
り
」
を
取
り
上
げ
た
り
、
親
戚

が
集
ま
っ
た
時
に
「
議
会
だ
よ
り
」

を
話
題
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

（
小
川
幾
代
）
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